
つ
い
て
も
経
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
企
業
で
労
働

組
合
の
役
員
に
も
選
任
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
労
使
双
方

の
立
場
・
関
係
に
つ
い
て
も

学
ぶ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
他
社
で
働
い
た

経
験
・
自
社
に
は
無
か
っ
た

ス
キ
ル
を
経
営
者
と
な
っ
た

こ
れ
か
ら
も
最
大
限
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
業
承
継
の
き
っ
か
け
は

何
で
す
か

き
っ
か
け
は
前
職
の
仕
事

も
順
調
で
、
複
数
部
門
を
統

括
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
任
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
30
代

半
ば
を
過
ぎ
た
頃
、
父
が
体

調
を
崩
し
ま
し
た
。
家
族
や

社
員
に
も
会
い
、
話
し
合
い
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を
重
ね
、
次
第
に
自
分
が
会

社
に
戻
り
引
き
継
ぐ
し
か
な

い
、
と
思
う
様
に
な
り
決
心

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
勤

め
て
い
た
会
社
を
退
職
す
る

に
あ
た
り
、
当
然
引
継
も
大

変
で
、
す
ぐ
に
辞
め
て
父
の

会
社
へ
戻
る
と
い
う
わ
け
に

も
い
か
ず
、
し
ば
ら
く
時
間

が
必
要
で
し
た
。
そ
の
後
、

い
ざ
自
社
に
戻
っ
て
み
る
と

以
前
勤
め
て
い
た
時
と
比

べ
、
取
引
先
、
売
上
高
の
減

少
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。「
や
る
し
か
な
い
」
と

思
い
、
以
前
の
得
意
先
も
含

め
一
軒
一
軒
、
営
業
に
回
り
、

何
度
も
頭
を
下
げ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

私
を
承
継
者
と
し
て
応
対

し
歓
迎
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に

仕
事
を
受
注
で
き
る
と
い
う

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
長
年
、
大
手
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
か
ら
仕
事
を
受
注

社
長
に
就
任
さ
れ
た
、

今
の
お
気
持
ち
は

創
業
者
で
あ
る
父
が
バ
ブ

ル
崩
壊
・
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
、
厳
し
い
経
営
環
境

の
中
で
守
っ
て
き
て
く
れ
た

会
社
を
な
く
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
分

が
生
ま
れ

育
っ
た
生
野

区
巽
で
続

け
て
き
た
商

売
、
モ
ノ
づ

く
り
を
続
け

た
く
事
業
を

加
工
技引

き
継
ぎ
ま
し
た
。

実
は
30
歳
か
ら
約
９
年
間

会
社
を
離
れ
、
板
金
加
工
業

界
と
は
無
縁
の
、
光
学
レ
ン

ズ
メ
ー
カ
ー
で
勤
め
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
主
に
生
産

管
理
・
購
買
業
務
を
行
い
、

部
署
の
責
任
者
に
も
な
っ
た

こ
と
か
ら
労
務
関
連
業
務
に

し
て
き
た
、
弊
社
の
技
術
力

を
評
価
し
て
く
れ
る
企
業
に

も
出
会
い
ま
し
た
。
営
業
を

続
け
て
い
る
と
、
以
前
の
取

り
引
き
先
と
の
取
引
再
開
や

新
規
に
取
引
を
始
め
て
い
た

だ
い
た
企
業
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負
に
つ
い
て

た
し
か
に
弊
社
は
少
子

化
、
人
口
減
少
と
い
う
影
響

を
大
き
く
受
け
る
業
界
で

す
。
扱
う
商
品
も
様
変
わ

り
し
て
き
て
い
ま
す
。
業
界

か
ら
評
価
い
た
だ
い
て
き
た
、

弊
社
の
強
み
で
も
あ
る
、
塗

装
さ
れ
た
カ
ラ
ー
鋼
板
を
傷

付
け
な
い
で
加
工
で
き
る
技

術
を
活
か
さ
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
を
大

事
に
し
、
培
っ
て
き
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
基
に
屋
根
回
り
部
材

か
ら
他
の
住
宅
部
材
・
他
業

界
へ
も
展
開
出
来
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
何
よ
り
、
私

が
経
営
者
と
し
て
大
事
に
思

う
こ
と
は
、
商
売
を
続
け
る

こ
と
で
、
雇
用
を
通
じ
て
社

員
の
幸
せ
に
役
立
ち
、
社
会・

地
域
貢
献
と
い
う
責
務
を
果

た
す
こ
と
で
す
。

（
訪
問
者　

小
田
利
広
）

代表取締役 国本 智行さん（42歳）
㈱クニモト工業

（大阪市生野区　住宅部材板金加工）

　

承
継
者
不
足
か
ら
廃
業
と
な
る
中
小
企
業
が
目
立
つ
昨
今
で
す
。
昨
年
12
月
、
先
代
か
ら

事
業
を
引
き
継
ぎ
代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
、
㈱
ク
ニ
モ
ト
工
業
の
国
本
智
行
さ
ん
に
会
社

へ
の
思
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
同
社
は
生
野
区
に
本
社
、
平
野
区
に
2
つ
の
工
場
を
持
ち
、

住
宅
メ
ー
カ
ー
へ
屋
根
回
り
部
材
を
中
心
に
金
属
板
金
加
工
を
し
て
い
ま
す
。

商
売
を
存
続
さ
せ

雇
用
通
じ
て
地
域
貢
献
を
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健康保険の扶養家族についての手続き
庶民いじめの府内統一国保引き上げ

生活費となる所得 200 万円の中から約 42 万円が
保険料として出費するようになり、生活を圧迫し
ます。例えば、一昨年、大阪府下で、６世帯に１軒、
23,200 世帯が保険料を滞納する状況が見れ（厚生労
働省、都道府県別国保料（税）滞納世帯数）、現在
も改善されていません。
全国都道府県知事会は国から国保会計へ１兆円
の繰入を求め住民負担軽減を図ろうとしています。
国保保険料の仕組みである世帯割り、均等割りを
なくせば、先のケースだと国保料は約 23 万円とな
り大きく軽減されます（表 2）。
国保は国民健康保険と打たれているように国民
の健康と暮らしを病気や怪我から守る国民皆保険
の中核を担う重要な制度です。国保料が高すぎて

大阪府は今年 1月 11日に平成 31年の府内統一国
保保険料を公表しました。保険料はどうなるのか
を所得 200 万円、40 代夫婦、子ども 2人のケースで、
平成 30 年度、大阪市の国保料（表１）と比較して
みます（千円未満切捨て）。平成 31 年度府内統一国
保料資産（表 2）では、医療分は所得割 136,000 円
→ 143,000 円へ、均等割 68,000 円→ 95,000 円、平

表１　平成 30 年度大阪市国保料試算所得 200 万円 40 代夫婦と子ども 2 人の世帯
平成 30 年度 所得割 均等割 平等割 合計

医療分 136,773 円 68,356 円 24,771 円 229,900 円
後期分  49,933 円 25,028 円  9,070 円  84,031 円
介護分 　6,299 円 15,672 円 44,923 円  66,894 円

380,825 円
（資料＝大阪府の資料をもとに筆者作成）※端数切り上げ

表 2　平成 31 年度国保料試算　所得 200 万円 40 代夫婦と子ども 2 人の世帯
平成 31 年度 所得割 均等割 平等割 合計

医療分 143,119 円 95,082 円 25,439 円 263,640 円
後期分  44,923 円 29,597 円  7,918 円  82,438 円
介護分  43,086 円 30,614 円 　　 0 円  73,700 円

419,778 円
（資料＝大阪府の資料をもとに筆者作成）※端数切り上げ

払えず滞納するという状況は、暮らしを守る保険が
暮らしを壊しているといえる、大きな問題と言わざ
るをえません。（重信夏樹）

等割 24,000 円→ 25,000 円となり、すべて引き上が
ります。同様に、後期分は所得割が若干下がるもの
の、均等割、平等割は引き上げとなります。介護分
は所得割が少し下がり、平等割が 0円となるものの
均等割が 15,000 円→ 30,000 円と 2 倍になっていま
す。その結果、約 3万 9千円もの値上げとなります。

国民の健康と暮らし守るため、適正料金への見直しが必要

平成31年度は、昨年度比で約3.9万円もの値上げに

高すぎる保険料が府民の暮らしを壊している

国保値上
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健
康
保
険
料
率

変更前 変更後

介
護
保
険
料
率

【例1】給料（総支給額）が20万円で、年齢39歳までの方の場合
200,000×10.19%＝20,380÷2＝10,190円となります。
保険料を会社と被保険者で10,190円ずつ負担します。

【例2】給料（総支給額）が20万円で、年齢40歳から64歳ま
での方の場合
保険料率に介護保険料率（1.73％）が加わるので、 
200,000×11.92%＝23,840÷2＝11,920円となります。
 
保険料を会社と被保険者（従業員等）で11,920円ずつ負担します。

給与・賞与の

10.19%
平成31年3月分
（4月納付分）から

給与・賞与の

1.73%
平成32年3月分
（4月納付分）から

給与・賞与の

1.57%
平成31年２月分
（３月納付分）まで

給与・賞与の

10.17%
平成31年2月分
（３月納付分）まで

（10.19%+1.73％)＝11.92％

社
会
保
険
、健
康
保
険
料
、介
護

保
険
料
改
正
の
図

　（出
所
）協

会
健
保
大
阪
支
部
よ
り
筆
者
作
成

健康保険の扶養家族についての手続き

健康保健・介護保険ともに引き上げ

【変更点１】原則、確認書
類が必要
　続柄を確認するための確認
書類として、住民票や戸籍謄
本の添付が必要。

【変更点 2】変更点１の確
認書類は、個人番号（マ
イナンバー）を記載するこ
とで省略
　届出用紙に、被保険者（本
人）と被扶養者（配偶者、ご
家族様など）の個人番号を記
載することで、変更点１であ
げた確認書類の添付を省略で
きます。

※注意点　これまでのように
被保険者（本人）と被扶養者
（配偶者とご家族様）の基礎
年金番号を記載しても、確認
書類の省略になりません。（重
信夏樹）

　３～４月は、事業所にとって就職や退職が多い時期です。配偶者・子などご家族様を健康保険へ扶養の追
加または削除する手続きが多くなる時期でもあります。昨年 10 月に、健康保険の扶養家族についての手続き
方法が変更されましたので、改めてお知らせします。
　変更されたのは、健康保険に扶養家族（配偶者や子など、ご家族様）を追加する場合です（下図参照）。主
な変更点は２つです。

新年度に向けて変更点を知っておこう

昨年から新しくなった扶養の異動届出用紙
（注）囲っている箇所に個人番号を記入　（出典）日本年金機構

2019年度（平成31）の保険料
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申
告
内
容
に
基
い
て
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

　

頭
を
悩
ま
せ
る
確
定
申
告
が
終
わ
る
と
、
ひ
と
安
心
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の

申
告
に
基
づ
き
新
年
度
が
動
き
出
し
ま
す
。
申
告
時
・
申
告
後
に
確
認
す
べ
き
こ
と
、
注

意
す
べ
き
こ
と
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。（
都
築
照
幸
）

告
額
の
半
分
を
納
付
す
る
中

間
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す

（
４
０
０
万
円
超
は
申
告
回

数
が
変
わ
り
ま
す
）。
ど
ち

ら
も
翌
年
分
の
申
告
税
額
と

差
引
き
し
ま
す
が
、
大
幅
に

所
得
が
変
動
す
る
場
合
な
ど

は
中
間
申
告
に
よ
り
納
付
額

の
調
整
が
可
能
で
す
。
予
定

納
税
も
遅
れ
る
と
延
滞
税
が

発
生
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

住
民
税

確
定
申
告
す
る
と
、
そ
の

内
容
が
市
町
村
に
送
付
さ
れ

ま
す
。
住
民
税
は
、
所
得
か

ら
扶
養
家
族
、
保
険
料
等
の

各
種
控
除
額
を
差
引
し
た
金

額
に
対
し
、
10
％
の
税
率
で

課
税
さ
れ
る
所
得
割
※
と
一

世
帯
あ
た
り
に
課
税
さ
れ
る

均
等
割
（
大
阪
市
の
場
合

２
０
１
９
年
度
は
５
３
０
０

円
）の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

６
月
、
８
月
、
10
月
、
１
月

の
４
回
で
納
付
し
ま
す
。

※
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
こ
の

所
得
割
の
２
割
が
限
度
で

す
。
寄
付
に
あ
た
っ
て
は
注

意
が
必
要
で
す
。

事
業
税

事
業
税
は
事
業
所
の
存
在

す
る
都
道
府
県
に
対
し
て
納

付
す
る
税
金
で
す
。

計
算
に
あ
た
っ
て
は
、
事

業
主
控
除
２
９
０
万
円
が
あ

る
た
め
、
所
得
（
専
従
者
控

除
を
差
引
い
た
後
の
額
）
が

２
９
０
万
円
以
下
の
方
は
原

則
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
。
２
９
０
万
円
超
の
場
合

に
は
、
超
え
た
金
額
に
対
し

て
５
％
の
税
率
で
課
税
さ
れ

ま
す
。
８
月
と
11
月
の
２
回

に
分
け
て
納
付
し
ま
す
。
事

業
税
に
該
当
す
る
か
否
か
の

お
尋
ね
の
文
書
等
が
く
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

税
金
だ
け
で
は
な
く
、
申

告
所
得
に
応
じ
て
増
減
す

る
も
の
と
し
て
、
国
民
健
康

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
医

療
費
・
介
護
保
険
の
一
部
負

担
金
等
が
あ
り
ま
す
。
生
命

保
険
金
の
満
期
な
ど
で
、
一

時
的
に
所
得
が
増
え
た
場

合
に
は
大
き
く
影
響
す
る

た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

減
免
等

税
金
、
各
種
保
険
料
、
利

用
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、
災

害
、
失
業
、
所
得
の
大
幅
な

減
少
等
で
一
定
の
条
件
に

該
当
す
る
と
き
に
は
雑
損

控
除
、
減
免
制
度
や
納
期
の

猶
予
等
を
利
用
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困

難
な
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ

り
ま
す
。
消
費
税
に
つ
い
て

は
、
４
月
１
日
（
月
）
が
納

期
限
で
す
。
延
納
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
税
務
署
と
分

割
納
付
の
相
談
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
分
割
の
期
間
、
回

数
等
の
調
整
が
可
能
で
す
。

分
割
時
に
払
う
延
滞
税
の
金

額
に
よ
っ
て
は
、
金
融
機
関

か
ら
の
借
入
れ
等
の
利
率
の

方
が
有
利
な
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
納
付
計
画

を
立
て
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

所
得
税
は
前
年
分
申
告
税

額
が
15
万
円
以
上
の
場
合
、

翌
年
７
月
、
11
月
に
申
告
税

額
の
３
分
の
１
ず
つ
を
納
付

す
る
予
定
納
税
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
消
費
税
は
前
年
分

申
告
税
額
が
48
万
円
超
の
場

合
、
翌
年
の
８
月
ま
で
に
申

所
得
税

２
０
１
９
年
の
所
得
税
の

納
期
限
は
、３
月
15
日
（
金
）

（
振
替
納
税
の
場
合
は
４
月

22
日
（
月
））
で
す
。
た
だ

し
、
申
告
書
提
出
時
に
届
け

出
（
申
告
書
に
記
載
）
す
る

こ
と
に
よ
り
、
納
付
額
の
２

分
の
１
以
上
を
３
月
15
日
ま

で
、
残
り
の
額
を
５
月
31
日

（
金
）
ま
で
延
長
し
て
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
延

長
し
た
期
間
つ
い
て
は
、
年

１
・
６
％
の
利
子
税
が
か
か

の
機
関
や
事
務
局
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

申
告
後
に
間
違
い
に
気
づ

い
た
ら

申
告
後
に
申
告
内
容
の
間

違
い
に
気
づ
い
た
ら
、
申
告

期
限
内
で
あ
れ
ば
、
正
し
い

申
告
書
を
提
出
し
直
し
ま

し
ょ
う
（
訂
正
申
告
）。

申
告
期
限
が
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
ら
、
少
な
く
申
告
し

た（
追
加
で
税
金
を
納
め
る
）

場
合
に
は
修
正
申
告
、
多
く

申
告
し
た
（
税
金
を
還
付
し

て
も
ら
う
）
場
合
に
は
更
正

の
請
求
が
で
き
ま
す
。
修
正

申
告
は
申
告
後
、
追
加
納
付

の
期
限
ま
で
の
延
滞
税
が
か

か
り
ま
す
の
で
早
め
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
更
正

の
請
求
は
法
定
申
告
期
限
か

ら
5
年
以
内
で
す
。
医
療
費

控
除
や
各
種
控
除
を
忘
れ
て

い
た
場
合
に
も
更
正
の
請
求

が
可
能
で
す
。

給
与
所
得
の
方
も
会
社
の

年
末
調
整
時
に
、
各
種
控
除

書
類
を
会
社
に
提
出
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
確
定
申
告

を
す
る
こ
と
に
よ
り
税
金
の

還
付
が
可
能
で
す
。

確
定
申
告
時
・
申
告
後
に
確
認
す
べ
き
こ
と



◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
（5） No.555関中協会報　2019年3月号

『
福
祉
切
り
下
げ
』『
ム
ダ
な
大
型
開
発
』の
み
の〝
維
新
〟の
９
年
間

市
民
の
安
心
と
中
小
業
者
が
栄
え
る
大
阪
市
を

維
新
政
治
誕
生
後
の

大
阪
を
振
り
返
る

２
０
１
８
年
11
月
23
日
、

２
０
２
５
年
万
博
の
開
催
地

を
決
め
る
博
覧
会
国
際
事
務

局
総
会
が
パ
リ
で
開
催
さ

れ
、大
阪
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

政
府
は
万
博
に
よ
る
経
済
効

果
を
約
２
兆
円
と
試
算
し
、

東
京
五
輪･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
後
の
日
本
の
景
気
浮
揚
策

に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
加

え
て
大
阪
府
と
大
阪
市
は
、

会
場
と
な
る
大
阪
湾
に
あ
る

人
工
島･

夢
洲
で
、
万
博
の

後
、
カ
ジ
ノ
（
国
際
博
打
場

開
設
）
を
含
む
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
の
周
辺
整

備
に
９
３
０
億
円
を
試
算
し

て
い
ま
す
（
２
月
19
日
朝
日

新
聞
掲
載
記
事
）。
内
容
は
、

会
場
ま
で
の
地
下
鉄
メ
ト
ロ

延
伸
に
５
４
１
億
、
埋
め
立

て
に
１
３
６
億
、
上
下
水
道

の
整
備
に
１
３
２
億
円
な
ど

で
す
。今
回
の
Ｉ
Ｒ
を
提
唱
、

進
め
て
き
た
大
阪
維
新
の
会

は
、
府
市
連
携
の
成
果
と
強

調
し
、
維
新
の
実
績
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
阪
に
維
新
政

治
が
誕
生
し
た
２
０
０
８
年

「
大
阪
は
破
産
会
社
、
平
成

27
年
ま
で
に
夕
張
市
の
よ
う

に
財
政
破
綻
に
追
い
込
ま
れ

る
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。
今

回
の
万
博
を
看
板
に
し
た
カ

ジ
ノ
開
設
へ
巨
大
開
発
に
膨

大
な
市
民
の
税
金
を
つ
ぎ
込

む
だ
け
の
効
果
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
前
に
維
新

政
治
の
９
年
間
は
大
阪
市
民

に
何
を
も
た
ら
し
た
か
を
簡

単
に
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

市
民
の
生
活
を
圧
迫

ひ
と
こ
と
に
言
っ
て
生
活

破
壊
、
仕
事
破
壊
、
人
と
人

と
を
分
断
し
て
き
た
９
年
間

で
す
。
主
だ
っ
た
も
の
を
上

げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

・
商
業
振
興
予
算
７
億
１
千

万
円
→
３
千
万
へ
、
ほ
ぼ

消
滅
。

・
も
の
づ
く
り
支
援
予
算
９

億
２
千
万
円
→
２
億
３
千

万
円
、
４
分
の
１
へ
激
減

・
障
害
者
団
体
や
福
祉
作

業
所
な
ど
の
補
助
金
カ
ッ

ト
。

・
独
自
の
国
民
健
康
保
険
補

助
を
半
減
。

・
住
吉
病
院
廃
止
を
強
行

し
、
大
阪
市
内
で
医
療
空

白
地
域
が
出
現
。

・
学
力
テ
ス
ト
を
強
要
し
、

学
校
を
ラ
ン
ク
付
け
、
住

民
の
反
対
を
押
し
切
り

小
・
中
学
校
を
統
廃
合
す

る
な
ど
教
育
の
現
場
を
荒

廃
さ
せ
る
。

・
公
営
住
宅
の
家
賃
値
上

げ
、
新
婚
世
帯
家
賃
減
免

廃
止
、
子
育
て
世
帯
、
高

齢
者
の
生
活
を
圧
迫
。

・
市
民
の
足
、
大
阪
市
営
バ

ス
を
民
営
化
、
敬
老
パ
ス

有
料
化
。
赤
バ
ス
廃
止
な

ど
移
動
に
不
便
を
き
た
す

市
民
急
増
。

・
年
間
黒
字
２
０
０
億
円

を
越
す
優
良
公
営
事
業
の

大
阪
市
営
地
下
鉄
を
民
営

化
。

・
上
下
水
道
料
金
の
福
祉
減

免
を
廃
止
。
下
水
道
事
業

の
運
営
管
理
、
区
役
所
窓

口
を
民
間
委
託
し
て
住
民

サ
ー
ビ
ス
低
下
。

・
大
阪
市
信
用
保
証
協
会
を

府
へ
吸
収
合
併
で
事
業
主

へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
。

・
市
立
大
学
・
府
立
大
学
の

法
人
統
合
。
学
問
へ
の
露

骨
な
介
入
。
市
立
高
校
廃

止
・
統
合
に
よ
り
学
生
の

学
ぶ
権
利
削
減

許
せ
な
い

強
引
な
カ
ジ
ノ
開
設

先
述
し
た
府
民
、
市
民
の

暮
ら
し
と
大
阪
の
事
業
所
数

の
99
％
を
占
め
る
中
小
企
業

支
援
を
切
り
捨
て
、
削
減
し

た
お
金
の
使
い
道
は
、
い
き

つ
く
と
こ
ろ
「
総
合
リ
ゾ
ー

ト
Ｉ
Ｒ
」
で
す
。
強
引
に
カ

ジ
ノ
開
設
を
進
め
る
維
新

の
会
は
「
大
阪
万
博
が
大

阪
経
済
の
起
爆
剤
、
年
間

３
８
０
０
億
円
の
売
上
」と
、

さ
か
ん
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
万
博
が

終
わ
る
と
カ
ジ
ノ
の
開
設
が

待
っ
て
い
ま
す
。
カ
ジ
ノ
ビ

ジ
ネ
ス
を
す
る
の
は
、
ア
メ

リ
カ
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
あ
る
企

業
な
ど
で
す
。
カ
ジ
ノ
で
巻

き
上
げ
た
収
益
は
大
阪
府
、

大
阪
市
に
ほ
と
ん
ど
入
ら

ず
、海
外
へ
流
出
さ
れ
ま
す
。

一
番
危
惧
さ
れ
る
の
が
、
カ

ジ
ノ
で
負
け
て
多
重
債
務
に

陥
り
、
人
生
が
破
綻
す
る
人

の
続
出
で
す
。

中
小
業
者
が
栄
え
る

大
阪
の
街
再
生
へ

多
く
の
府
民
、市
民
が「
無

駄
な
巨
大
開
発
事
業
の
再
来

と
な
る
、カ
ジ
ノ
は
あ
か
ん
」

と
反
対
し
て
い
ま
す
。
す
で

に
、
２
０
１
５
年
５
月
17
日

に
維
新
の
会
の
看
板
政
策
で

あ
っ
た
「
大
阪
市
廃
止
・
都

構
想
」
を
問
う
住
民
投
票
が

行
わ
れ
、
大
阪
市
民
は
大
阪

市
解
体
を
否
決
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
坂
都
構
想
を

ま
た
も
や
言
い
出
し
て
い
ま

す
。２

０
１
９
年
は
選
挙
の
年

で
す
。
住
民
不
在
の
市
政
を

終
わ
ら
せ
、「
カ
ジ
ノ
よ
り

福
祉
・
く
ら
し
・
営
業
を
守

り
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
大
阪
市
に
」
そ
ん
な
市
政

が
望
ま
れ
ま
す
。（渡

部
晃
司
）
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８
割
が
現
金
決
済
の
日
本
の
現
状

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
で

 　

損
を
し
な
い
た
め
に

●寄稿●

に
な
ら
な
い
。

・
偽
札
が
少
な
い

⇒

被
害
者
に
な
り
難
い
た
め

「
現
金
の
受
け
取
り
を
避

け
る
」
気
に
な
ら
な
い

・
レ
ジ
が
速
く
て
正
確

⇒

「
現
金
の
お
釣
り
を
避
け

る
」
気
に
な
ら
な
い

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
た
く
さ
ん
あ
る

⇒
「
現
金
が
下
ろ
せ
な
い
か

ら
困
る
」
と
い
う
経
験
が

少
な
い
。

そ
の
た
め
、
多
く
の
人
が

今
ま
で
慣
れ
た
親
し
ん
だ
紙

の
お
金
で
買
い
物
を
続
け
て

い
る
。
必
要
性
や
「
お
得
な

話
」
が
無
け
れ
ば
人
間
の
習

慣
は
変
わ
ら
な
い
。

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

政
府
は
、
２
０
２
６
年
を

目
途
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の

比
率
を
現
在
の
２
倍
の
４
割

に
引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い

る
。
た
か
が
２
割
ア
ッ
プ
だ

が
、
新
し
い
商
売
の
ス
タ
イ

ル
を
求
め
ら
れ
る
人
や
、
こ

れ
を
商
機
と
と
ら
え
る
人
が

出
て
く
る
だ
ろ
う
。

・
世
界
的
な
潮
流
の
中
で
、

外
国
人
へ
の
物
販
を
中
心

に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が

進
む
。

⇒

日
本
人
相
手
の
店
や
、
証

拠
を
残
し
た
く
な
い
も
の

を
売
買
す
る
人
に
は
関
係

な
い
話

・
増
え
て
も
４
割
程
度
な

ら
、
日
々
の
生
活
は
結
局

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

⇒

現
金
で
事
足
り
て
い
る
店

と
そ
の
固
定
客
に
は
関
係

な
い
話

・
金
銭
の
授
受
が
デ
ー
タ
で

残
り
、
隠
せ
な
い
の
で
脱

税
防
止
に
な
る
？

⇒
グ
レ
ー
な
節
税
や
脱
税
を

し
た
り
、
そ
の
手
助
け
を

す
る
人
の
脅
威

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
減
り
、
そ
の
維

持
費
の
一
部
が
減
る
。

⇒

現
金
関
係
の
機
械
、輸
送
、

警
備
関
連
業
者
の
脅
威

ス
マ
ホ
で
手
軽
に

決
済
で
き
る
仕
組
み

政
府
の
動
き
に
合
わ
せ

て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

を
扱
う
会
社
も
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
会
社
か
ら
、
ネ
ッ
ト

上
で
金
銭
を
扱
っ
て
い
た
会

社
や
海
外
で
実
績
の
あ
る
会

社
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。
通

販
（
楽
天
Ｐ
ａ
ｙ
）、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
）、

電
話
（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
）、

海
外
の
先
進
企
業
（
ア
リ
ペ

イ
、ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
）

な
ど
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
決
済

サ
ー
ビ
ス
が
、
現
在
大
々
的

に
宣
伝
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
鉄
道
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
、

限
ら
れ
た
用
途
や
店
舗
向
け

だ
っ
た
電
子
マ
ネ
ー
が
、
幅

広
い
物
品
の
購
入
に
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
前
述
の
通
り
銀

行
の
多
く
が
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
ス
マ
ホ
化
と
も
い
う
べ

き
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
個

人
が
ス
マ
ホ
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
を
始
め
る
に
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
必
要

だ
っ
た
が
、
今
後
は
銀
行
口

座
さ
え
あ
れ
ば
可
能
に
な
る

日
本
の
８
割
が

現
金
で
の
支
払
い

こ
の
頃
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
（
現
金
以
外
で
の
決
済
）

の
宣
伝
が
増
え
て
い
る
。
ま

た
全
国
の
地
方
銀
行
は
、
ス

マ
ホ
で
買
物
し
て
銀
行
口
座

か
ら
引
き
落
と
し
、
翌
日
商

店
に
入
金
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

計
画
し
て
い
る
。

現
在
日
本
の
民
間
最
終
消

費
支
出
に
占
め
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
比
率
は
２

割
（
２
０
１
６
年
）
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
殆
ど
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払

い
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
消
費

者
は
買
物
の
と
き
、
８
割
を

現
金
で
支
払
い
、
２
割
を
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
支
払
い
、

少
し
だ
け
電
子

マ
ネ
ー
等
で
支

払
っ
て
い
る
。

「
８
割
現
金
」
は
、
他
国

に
比
べ
て
高
い
傾
向
に
あ

る
。
よ
く
中
国
や
韓
国
で
は

現
金
を
使
わ
な
い
と
い
う
話

を
聞
く
が
、韓
国
で
は
９
割
、

中
国
で
は
６
割
が
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
で
決
済
さ
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
ド
イ
ツ
と
日

本
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
比
率
が
２
割
以
下
で
あ

る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が

進
ま
な
い
背
景

日
本
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

が
進
ま
な
い
背
景
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

・
ス
リ
、
置
き
引
き
が
少
な

く
、
財
布
を
落
と
し
て
も

帰
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る

⇒

「
盗
ら
れ
る
か
ら
現
金
を

持
た
な
い
」
と
い
う
発
想

よ
う
だ
。
手
数
料
等
不
明
な

部
分
も
あ
る
が
、
店
舗
側
も

ス
マ
ホ
と
銀
行
口
座
さ
え
あ

れ
ば
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
そ

う
だ
。

サ
ー
ビ
ス
が
乱
立
す
る

現
状
で
で
き
る
こ
と

で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

を
い
つ
や
る
の
か
？　

ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
い
い
の
か
？

サ
ー
ビ
ス
が
乱
立
す
る
現
状

で
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な

い
。
た
だ
日
本
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
後
進
国
で
あ
る
。

些
末
な
問
題
を
あ
げ
て
世
界

の
潮
流
を
拒
絶
す
る
こ
と
は

得
策
で
は
な
い
。

ま
た
、
少
な
く
と
も
海

外
旅
行
に
行
く
と
き
に
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
に
放

り
出
さ
れ
て
損
を
し
な
い
た

め
の
知
識
は
必
要
で
あ
る
。

お
釣
り
を
ご
ま
か
さ
れ
、
偽

札
を
掴
ま
さ
れ
、
財
布
を
盗

ま
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
。

（
参
考
文
献
）

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
ビ
ジ
ョ

ン
平
成
30
年
４
月
」
経
済
産

業
省
商
務
・
サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ
消
費
・
流
通
政
策
課

認められた　「頑張りの成果」

㈱
ジ
ョ
イ
ノ　

村
本 

斎
新
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「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス

ト
リ
ー
」
と
い
う
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
テ
レ
ビ
番
組
を

知
っ
て
い
ま
す
で
し
ょ

う
か
。
著
名
人
の
家

族
の
歴
史
を
本
人
に
代

わ
っ
て
取
材
す
る
と
い

う
番
組
で
す
。
番
組
の

中
で
、
家
族
の
歴
史
、

生
い
立
ち
が
、
取
材
に

よ
り
判
明
し
て
い
き
、

出
演
し
て
い
る
著
名
人

が
驚
き
、
感
動
し
て
い

ま
し
た
。
私
自
身
に
置

き
換
え
て
み
る
と
、
父

母
、
祖
父
母
、
曽
祖
父

母
と
い
っ
た
よ
う
に
家

系
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
中
で
、
私

が
知
っ
て
い
る
の
は
祖

父
の
代
ま
で
く
ら
い
で

す
。
改
め
て
自
分
の
家

族
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
い
う
こ
と
は
機
会
が

な
い
か
ぎ
り
、
な
か
な

か
あ
り
ま
せ
ん
。

取
材
が
進
む
に
つ
れ

て
、
親
戚
が
語
る
話
や

そ
の
土
地
の
資
料
な
ど

か
ら
、
歴
史
が
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
番

組
序
盤
は
ば
ら
ば
ら
な

話
が
ど
こ
で
つ
な
が
る

の
か
、
見
て
い
る
人
を

惹
き
つ
け
ま
す
。

テ
レ
ビ
番
組
を
通
し

て
、
客
観
的
に
家
系
を

遡
る
様
子
を
見
る
と
、

家
系
図
で
は
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
歴
史
あ

る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
実
家
に
帰
っ
た
時

に
、
家
族
の
歴
史
を
聞

い
て
み
よ
う
と
思
い
ま

し
た

（
重
信
夏
樹
）

2
月
14
日
、
大
阪
市
中
央
公
会
堂
に
て
、
大
阪

府
も
の
づ
く
り
優
良
企
業
賞
「
匠
」
を
会
員
の
㈱

天
吉
さ
ま
が
受
賞
、
表
彰
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

２
月
活
動
記
録

先
祖
を
た
ど
る
番
組
を
見
て

改
め
て
家
族
の
歴
史
を
考
え
る

関中協会報 新年号（第553号）

事務局だよ
り

２
０
１
９
年
全
国
新
年
号
機
関
紙
誌
コ
ン

ク
ー
ル
（
主
催
、
同
実
行
委
員
会
）
に
お
い
て
、

関
中
協
会
報
新
年
号
が
、
都
道
府
県
組
織
の
部

に
お
い
て
「
審
査
委
員
特
別
賞
」
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
会
員
事
業
主
皆
様
方
の
優
れ
た
技
術
や

お
仕
事
、
現
場
で
の
苦
労
が
、
今
回
の
受
賞
に

結
び
つ
き
ま
し
た
。

2 月以降、関中協では確定申告に向け、連日
経営相談を実施しています。経営相談を通じて
さまざまな生活相談も寄せられています。税金
へ関心が高まる時期です。税金についての相談
は、関中協までお寄せください。

2 月 20 日（水）、大阪市立大学大学院経営学
研究科、経済学研究科から中瀬教授と学生一行
が、㈱エイト様と想倶楽部様を訪問して「人づ
くりと経営」について学びました。

経営・税金など相談受付中市大の学生が会員企業を訪問

認められた　「頑張りの成果」
全
国
新
年
号
機
関
紙
誌
コ
ン
ク
ー
ル

「
審
査
委
員
特
別
賞
」受
賞

大
阪
府
も
の
づ
く
り
優
良
企
業
賞

 「
匠
」受
賞

東大阪市での相談風景

想倶楽部代表の岸乃生子さんと記念写真

表彰状を手にする小田
利広編集長（２月17日、
東京労働会館にて）

㈱天吉 代表取締役専務
田邉正秀さん

 株式会社 天吉
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「経営塾」 3期生募集中
経営力を高めて商売の悩みを解決し、楽しい学
習・交流会へ参加しませんか。1、2 ヶ月に一度
の定例会を行います。

［問い合わせ先］関中協　小田まで

告　知　板
●中小企業庁「ものづくり・商業・サービス生産性

向上促進補助金」受付中
　二次〆切　　５月８日（水）消印有効
※２分１～３分の２、最高５００万～１０００万円の

補助金が受けられます。

●大阪ものづくり優良企業賞「匠」公募開始
　〆切　６月下旬

●重税反対全国統一申告　３月１３日（水）
　各地で集会と税務署へ統一申告

●確定申告納付期限　３月１５日（金）

●消費税納付期限　　４月１日（月）

◯生野　　　　13 時　御勝山南公園
◯東住吉・平野　13 時　平野西公園（摂陽中学校南側）
◯東大阪　　　９時 30 分　ユトリート東大阪（八戸ノ里）

重税反対統一申告

３/１３（水）

相
続
す
る
財
産
の
範

囲
内
で
債
務
を
引
き

継
ぐ
事
が
出
来
る

Ｑ
：
父
が
先
日
死
亡
し

ま
し
た
が
、
多
額
の
借
金

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ど
う
す
れ
ば
い
い

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
借
金
（
債
務
）
を

持
つ
人
が
死
亡
し
た
場

合
、
そ
の
相
続
人
（
配
偶

者
と
子
。
子
が
い
な
い
場

合
は
親
や
兄
弟
な
ど
）
は
、

財
産
と
一
緒
に
借
金
（
債

務
）
も
引
き
継
ぎ
ま
す
。

①
財
産
よ
り
債
務
の
方
が

大
き
い
場
合
は
、
死
亡

後
３
ヶ
月
以
内
に
、
家

庭
裁
判
所
に
「
相
続
放

棄
」
を
す
れ
ば
債
務
を

引
き
継
ぎ
ま
せ
ん
。
こ

法
律
コ
ラ
ム
2

の
場
合
残
さ
れ
た
遺
産

（
自
宅
の
不
動
産
な
ど
）

も
相
続
で
き
ま
せ
ん
。

②
そ
こ
で
「
限
定
承
認
」

と
い
っ
て
、
相
続
す
る

財
産
の
範
囲
内
で
債
務

を
引
き
継
ぐ
、
と
い
う

方
法
も
あ
り
ま
す
。

③
死
亡
後
３
ヶ
月
以
上

た
っ
た
後
に
知
ら
な

か
っ
た
債
務
の
請
求
書

が
届
い
た
場
合
は
、
受

け
取
っ
た
時
か
ら
３
ヶ

月
以
内
に
相
続
放
棄
は

可
能
で
す
。

④
生
命
保
険
金
の
受
取
人

が
妻
や
子
の
場
合
は
、

相
続
放
棄
を
し
て
も
生

命
保
険
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

⑤
遺
産
の
自
宅
や
預
金

を
処
分
し
た
後
に
相
続

放
棄
を
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
が
原
則
で
す

が
、
葬
儀
代
の
み
に
使

用
し
た
場
合
な
ど
は
放

棄
が
認
め
ら
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
額
の
債

務
が
あ
る
場
合
は
、
あ
や

ふ
や
な
知
識
で
行
う
と
後

悔
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
弁
護
士
に
相
談
し
て

正
確
な
知
識
を
持
っ
て
か

ら
決
め
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

★
関
中
協
会
員
で
あ
れ

ば
、
初
回
相
談
が
無
料
で

す
。

遺
族
の
借
金
が
大
き
す
ぎ
て
払
え
な
い
場
合

選
択
肢
は
相
続
放
棄
だ
け
で
は
な
い

大
阪
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

長
野
真
一
郎

（
大
阪
市
谷
町
九
丁
目
３
―
９
中
央
谷
町
ビ
ル
２
階　

電
話
：
０
６
・
４
３
０
２
・
５
１
５
３
）

担当：城塚弁護士（大阪法律事務所）
場所：関中協会館

次回4月10日（水）　毎月第２水曜日

3月13日（水）（要予約）18時30分～20時

お急ぎの場合は事務局まで連絡ください

定 例 法 律 相 談

消費税10%引き上げ中止して営業と暮らしを守ろう
生活破壊、地域経済破壊のカジノより防災、暮らし優先を


